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研究の背景・目的 

福島県保健福祉部健康増進課は、“福島県が開発する「福島県統一啓発普及媒体」を、企業の広告媒

体に活用していただくことにより、福島県の食育を推進する”事業を始めることになり、福島県民に対して食

育の正しい情報提供ができるツールを本学で制作していくことになった。ツールのテーマとしては「朝食」、

「野菜」、「運動」、「減塩」の 4つに絞り、実際の現場で使用されることを制作の前提として、様々な角度から

食育の重要性を説いていきたい。 

 

研究のプロセス 

主な動き          食物栄養学科との合同ミーティング 

2013 

5/8   福島県保健福祉部健康増進課から 

依頼を受ける 

5/29 (第 1回)計画設定 

8/6   プレ中間発表会 

 

8/7   かながわ食育フェスタ 

 

9/17  朝食クリアファイル 完成 

 

9/18   福島県食育推進統一普及媒体 

開発検討会(福島市) 

 

9/30  福島県食育推進統一普及媒体 

開発検討会(本学) 

 

10/26 中間発表 

制作期間   12/11 (第 12回)野菜カレンダー 完成 

2014 

1/10  運動スケジュール帳 入稿 

制作期間  1/15 (第 16回)減塩リーフレット  

         デザイン案提出 

1/24  運動スケジュール帳 完成 

 

制作期間 



成果物 

■朝ごはんを食べよう！

  

 

 

    
 

 

クリアファイルとリーフレットを制作した。まず初めにきっかけとして子供に手にとってもらい、その親にも目を通

してもらえるようなものを目指した。 

またこのクリアファイルは、9月 18日に福島市で行われた「福島県食育推進統一普及啓発媒体開発検討会」に

てサンプル 200部を配布した。 

福島県食育応援企業団でもある Yakultの「みみより情報 12月号」にて、クリアファイルの絵柄が掲載された。 

 

 

 

 

 



■いつも心にお野菜を 

     

 

 月ごとの旬の野菜の形をしたカレンダーを制作した。野菜の形、色等を楽しんでもらい、それから野菜に興味を

もってもらうことを目指した。 

 1・2月ほうれん草 3・4月キャベツ 5・6月ピーマン 

7・8月トマト     9・10月ナス   11・12月大根 

 

 

■Wellness Diary 2014～ムリなく、さりげなく、アクティブ生活～ 

     

 

 常に運動のことを気にかけてもらえるよう、持ち歩く機会が多い「手帳」にした。 

 

 

 

 



■少ないからこそおいしい！美容によい！健康によい！美（微）塩生活始めよう！ 

  120mm×120mmの蛇腹折りのリーフレットにする。 

  対象は成人（特に女性） 

 

  少ないからこそおいしい！美容によい！健康によい！美（微）塩生活始めよう！について 

    ・あなたの美（微）生活をチェック！ 

      →9項目のチャック欄を設ける 

        （例）濃い味が好きだ・・・ 

 

    ・内容へ導入するためのコラム 

    ・福島県民の食塩摂取量について 

    ・食塩の働き 

    ・食塩が少ないからこそのメリット 

    ・少ない食塩で料理のおいしさを引き出すコツ 

    ・からだの中に食塩を溜め込まないコツ 

    ・食事一人分の食塩量（例） 

 

 

考察 

 「食育」と一言で言い表しても、様々な切り口で考えることができる。このプロジェクトを通して、私たちは「食

育」についての知識を深めると共に、改めて食の重要性について気づかされた。 

各ツールについては対象者を絞り、盛り込む情報をどのようにしたら読んでもらえるのかを大切にして制

作に臨むことができた。提案したツールを企業に使っていただくことによって、多くの福島県民の目に留まる

ことを願う。 


